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前
大
戰
以
後
• EI

本
の
降
伏
に
ょ
つ
て
第
二
次
大
戰
終
了
す
る
ま
で
の
二
十
七
年
間
は
•
眞
，に
慌
し
い 

世
界
で
あ
つ
-f
:
。
平
和
條
約
の
缺
陷*
阈
際
聯
盟
の
不
手
際
か
ら*
ナ
チ
ス
•
ド
ィ
ツ
、
，
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
.
、
 

ィ
タ
リ
ヤ
の
勃
興
と
な
り*
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
縱
横
無
盡
に
ヨ
ー
ロ
、
パ
の
政
局
を
ヵ
き
廻
レ
?;
ヵ
と
見
る 

ぅ
ち
に
、
自
ら
自
己
の
墓
穴
を
掘
つ
て
沒
落
の
ー
路
を
た
ど
る

_
_

こ
、の
走
馬
燈
の
，や
ぅ
な
變
化
極
り
な 

い
、歐
洲
外
交
史.を
* 

'流
麗
な
史
筆
を
も
つ’
て

艰

き

出

し

た

：
の
が
，
本

書

で

办

る

.
。

林

，先

生

の

外

交

史

家

.と

し 

て
最
高
權
威
た
る
こ
と
は
世
人
の
も
知
る
と
こ
ろ
.
而
も
本
書
は
、
空
襲
下
の
東
谅
に
於
.て
稿
を
起
こ 

し
、
疎
開
先
に
於
て
も
日
夜
孜々
と

して
筆
を
休
ま
れ
な
か
つ
た
先
坐
、の
褒
國
の
至
情
が
い
た
る
と
こ
ろ 

に
窺
は
れ
る
。
い
ま
戰
爭
放
棄
の
新
憲
法
が
實
施
，
れ
、
講
和
會
議
の
開
催
も
待

?:
れ
る
秋
、

過
去
の
過 

誤
を
评
び
繰
返
へ
さ
な
い|:
め
に
>*
ま
日
を
⑶
い
て
-
さ
し
6
猛
威
‘を
揮
つ
た
全
體
主
義
國
家
が-
•如
何 

に
し
て
跪
く
倒
れ
た
か
、
そ
の
誤
り
が
如
何
に
淸
算
さ
れ
?:
か
を
檢
討
す
る
の
は
、
攻
學
の
士
に
與
へ
ら 

れ
た
一
大
•至
福
と
も
い
ふ
べ
き
で
あ
る。

*J

ぐ,' t 卜**^,、〜,--- /* « ' c I ? t

現 ;
代

公

債

政

策
の

發

展

過

程

承
論

咼

木

.壽'

:
1
.
'
、
財

：：政

：_

策

(?
>
'
赛

る
‘
一
例
士
し
で
ア
ド
ル
フ
ゾ
ヮ
グ
ナ
ア
の
所
說
を
示
す
。

ヮ

グ

ナ

ア

ほ

「

財
政
學
は
木
質
的
に
興
な
る
ニ
の
任
務
を
持
つ

」

、
卽
も
財
政
學 

，
は
膨
史
的
經
驗
に
從
て
、
敬
實
上
，い
か
に
闽
家
讲
他
の
公
北
ハ
團
饊

§
^

め'
に
、
物

的

屯

興

例

へ

ば

慕}

妒
調
達
さ
れ
使
州
さ
れ
た
か、
’
 

ま
?:
:

調
達
さ
れ
使1川
さ
れ
る
で
あ
ら
ぅ
か
を
.
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
之
は
財
政
擧
の
生
要
な
る
理
論
的
任
務
で
あ
り
、
財
政
學
は
こ
の
點 

に
就
て
木
走
と
し
で
舰
察
斜
學
で
吻
つ
て
ノ
歷
圯
と
敍
計
ょ
り
共
资
紳
を
と
り
、
財
政
の
發
展
及
び

«

成
、
特
に
其
收
人
部
而
に
於
け
る
..

:

因

を

_
遲

暴

靈

馨

露

藤

證

齡

i

^

f

I■
馨

i -
t

蒙

を

財

政

1

_
ォ
:1
:
:
:
1
ゆ
#
.琀
る
.。薇

1

©鐘

腐

寶
,

政
諸
勝
裏
瘦
_
澈
撒
脈
狹
_

_
:«
_

i

1

般
收
な
る
、
ま
，た
經
驗
に
ょ
つ•て
#
た
或
は
確
證
さ
れ
た
、.又
蚊
翁
經
的
に
推
論
さ
れ
た
股
现
が
、
典
に
對
し
て
規
範

(
g
c
h
t
^

 

|

8〕

を
提
供
し
得
る
限
リ
に
‘於
对
る
科
學
ヽ
的
解
汍
で
あ
る
10
こ
の
第
.

I

<p
te
'
務
.の
解
決
が
、
こ
の
場
合
に
、
部
分
的
に
は
第
二
の
任
務 

-

说
代
公
倚
於
策
：

證

役
>
’ 

< 

,

}.
•
い

,

/

3

3
七)



,

現
代
公
债
政
策
の
潑
抿
過
欢
、
.

-

•:
,
 

ニ1

■(

ニ
三
八〕

へ
： 

■
の
解
決
を
も
»
办
用
意
，す
る
こ̂.
に
，な
るj

と
述
べ
て
思
る
0 (Wagner, pin^nz wissenschaft (

100
8
3

〕
-
s
.
'
I
n
7
)

 

• 

'

M

は
歷
史
的
現
齔
で
ぁ
り
、
財
政
敗
策
も
亦
搞
史
讷
發
展
を
眾
す
。
を
ぬ
發
展
法
則
邊
凇
發

M

M
向
を
示
す
に
は
、
財
政
一
般.

,(

，そ
の
'ー
部
い
し
て
の
財
政
政
策

)

の

發

展

過

程

が

示

さ

れ

，
ね

、ぱ

^

ら
な
い
。
郁
ぢ
財
政
現
綠
，
1
般
と
し
て
、
先
?:
'
財
政
政
策
に
つ
い
て
、

そ
.の
#
M
過
取
を
示
し
、
駝̂g

發
展
の
：̂
染
と
ム
て
の
現
在
の
形
態
、
更
に
現
在
の
形
態
か
ら
い
か
な
る
も
&
に
進
ま
，3
と
し
て
居
る

こ
と
も
*
,现
代
財
政
學*

の
往
務
に
於
け
る
主
要
課
題
，

の
一
で
あ
る
。

-

、

 

'
ト
 

.

財
政
政
饿
€>
-發
展
過
程
の
一
双
吣
考
察
を
進
め
る
た
め
に
い’双
政
活
動
を
決
定
し
財
政
政
策
を
決̂
す
る
戏
ボ
㈧
⑽
矶
と
し
て
社
^
的

-
，
.
.
- 

.

.

.

.

.

.

. 
-
-■ 

. 

.

.
•
/ 

. 

. 

• 

、
. 、
 

*
•
. 

.

.

.

. 

•
ノ
 

.

.
'
!-
■;■ 

V
- 

■

•
 

• 

•■•
•■/
•
•

■ 

•
. 

■

-
 

.

. 

• 

■

.,
 

.

支
配
關
係
を
出
發
點
と
す
夺
。，
 

.

，

，

，

，
 

_ 

. 

、
 

■

, 

現
賢
生
•活
に
於
て
人
々
か
の
社
會
的
支
配
關
係
に
於
て
生
活
し
て
居
る
い
其
支
配
關
係

.は

、
，
大

別

し

て

、

或

‘

る
發
展
段
階
に
农
. 

。
名
^

M

を
麵
_
洗
を
讀
濟
薩
勢1

ど
£
翹
-

-
■
諸
勢
^
出

ぬ

證
#

_
漱
$
諸
勢
カ
間
の
絕
泰
ず
ぎ
鬪
贊
社̂

に 

1於
け
&

る
勢
カ
均
衡
ひ
結
见
を
現
は
し
て
居
る
。
そ
の
社
#
的
立
配
關
係
を
前
提t

v
て(

其
支
配
關
係
に
於
け
る
被
治
岡
爭
の
結 

艰
と
し
て)

阈
家
公
共
體
の
政
治
形
態
或
は
統
治
形
態

(

統
治
權
む
所
在
と
そ
の
運
川
形
式

)

と
そ
め
具
體
的
運
用
が
決
定
さ
れ
る
。
政.

•
•.

.

.

.

.

. 

/ 

.
•

画
- 

-

.

一. 

• 

- 

. 

/:..
 

,
 

. メ
 

•
•
•
•
,
•
•
•
•
•
• 

•
• 

■

.
 

•
< 

• 

.
*
.
.
.

■•
. 

• 

• 

•.,

.

治
形
態
^
そ
€)
具
體
机
運
>1
]
上
縈
支
配
す
^
こ
と
に
ょ
つ
て
\
ま
仁
そ
の
支
配
カ
の
程
度
に
從
て.
社
<

^
勢
カ
と
.1
,
て
箔」

義

的

に

は
.

(

へ：̂

^
舟
必
.
勢
か
_

政
治
歡
办̂:
'
;
龙

感

：
ー
：
：：尤

だ

敗

'
1
:

」

麗

调

淞
:«
抓
外
_
鄭

顏

沱
,
^

な

る

パ

; 

' 

,

バ

.

-

.

.

.
’ 

：
、
'
 

'

.

,

政
治
形
態
と
そ
の
具
體
的
，運
用
を
通
じ
て
或
國
家
公
、共
體
の
遂
行
す
ベ
き
現
餿
的
具
體

的
：：！

的
と
そ
の
達
成
手
段
が
決
定
さ
れ
>
>
の 

'

ー
部
と
七
>
財
政
政
策
が
決
足
さ
れ
る
。
社#
岡
#
が
、政
治
闘
吼
を
通
じ
て
財
政
岡̂
に
現
は
れ
、
财
政
政
策
は
政
治
を
通
じ
て
，社¥的

, 父

■•
'>..

史.
個

溯

識

道

测

ず

^

論
".

<

::
1
/:
-;
1:
讓

^

遲

&

;:
|=
|

盤

此

ゅ
^

め

か

競

合

免

衣

麗

手

藤̂

匕
し
^
勝

政

豪

が

狹

定

き
Jn
'
、. 
€
れ
，.

に
從
て
財
政
沿
動
が
生
す
、る
0
W
家
公
ル
、
體

•の

財

政

盖

4:

る
政
椅
の
經
濟
財
.の
獲
得
•
使
用
處
分
が
行
は
办
て
財
政
現
象
が
畫
す 

:
る
。.
»
政
、狂
體
'̂
る
锻
府
典
：
..
；
<M
政
需
要
洗
足
，の
：準
備
^ .
段
又
は
廷
间
手
，段
と
-b
T
貨
歡
を
調
達
し.
て
そ
れ
を
媒
介
手
段
と
レ
て
所
要
^. 

ぺ
經
满
#
%
獲_

^
,5
::
:
^

^
漱
縣
澳
队
猶
漱
^
>
11
:

% :
に
實
物
形
雜
に
於
系
獲
:#-
レ
-1..そ
^--
6
^

:-
':_

體
の
‘请
灣

灌

名

應

编_

は
拾
翁

;̂
^
:̂

彦

;̂
;
痕

ー

黑

鬼
«

家
资
取
-«
:
-
繼

^
^
ぼ
；何
^
^
0 .
^

て
、
ぞ
の
制
讲
女
愛
屑
て
现
嚴
の
結
见
に
到
達
す
る
。
 

泰

-

, 

'
 

— 

•
 

' 

, 

'

パ
：
'
' 

#
家
ぶ
>»
體
が
經
濟
坐
活
に
對
す
る
支
配
ば
、、
財
政
活
動
と
氣
カ
統
制
を
通
じ
1
«
は
れ
る
。
こ
の
脉
政
の
作
;|
1

が
敗
为
な
る
敬
合
に
'

場

合

忆

は
•
強
カ
な
る
權
カ
銃
制
の
作
;1
]

と
結
合
し
，て
\

牛
：產
;^
係
;}-1:
ハ' #
の
經
濟
謂
關
係
を
變
化
せ
し
.め
て
旣
祁

の
/%
#

經
濟
«

造

の

根
 

本
的
變
化
を
坐
ぜ
し.
め
，る
乎
政
と
、も
‘な
る
。(

ソ
ヴ
ラ
ト
財
政
政
策
を
興
織
著
な
る
例
と
す
る〕

f 

, 

•

 

.
財
政
が
經
濟
生
活
に
對
す
る
作
;|
]

は
强
カ
と
な
る
に
從
て
明
確
に
觉
識
さ
れ
る
が
、
假
令
そ
の
作
;|
]

が
强
く
明
账
に
現
は
れ
ヤ
と
も
、
\ 

そ
の
作
バ
は
常
に
存
祚
す
る
。
し
か
し
、，
ま
た
間
#

に
こ
の
作
用
ル
常
に
必
中
何
等
か
の
程
度
に
於
1

、

一
 

定
の
坐
產
カ
、
坐
席
關
斯
共 

他
の
輕
濟
WJ
係

を
,
ft
容
と
す
る
社
#

顧
濟
權
造
の
持
つ
諸
條
件
に
ょ
？

制
約
を
受
け
る
。
具
體
的
財
政
政
策
が
そ
の
作
用
を
通
じ
て
、

_

_

顏

讓

■

: 1
:

-

_

1齋
；屢

1

- f
篇

義

を

；i

-
i :
_

_

l
具
體
的
財
政
政
策
がt :
的

菱

.段
な
り
や
軍
が
決
i

f
れ
る
.。s

ち
財
政
政
策
.f

れ

ぞ

れ

の

饕

段

變

学

或 

一
_

講
的
機
能
を
充
た
？

と
が
要f

れ 

る
0
\歡
合
諸
乎
段
の
中
に
就
い
て
そ
の
奥
求
さ
れ
る
經
濟
时
機
能
を
最
；

<9

ょ
く
充
t:
し
得
る
財
政
政
策
，が
最
も
合
自
的
な
る
肘
政
乎

.

现
代
公
農
ぎ
の
驚
過
代
'
、

:

ス

ン

：：
 

:

/

 

i

:
、(

l
s
e
,

%

也



' 

' 
\ 

:

瑰
代
公
‘僙
政
笟
の
發
M
過
程 

- 

'ご

-

i 

•
四

-

0

5

9
 

段
と
な
^

o
' 

- 

- 

. 

V

，
斯
べ
し
て
.財
政
政
策
に
蕺
ペ
財
政
活
動
は
、.旣
苻
の
社
會
經
濟
糨
造
の
持
づ
諸® 1
-
件
に
、
i
の
_

を
受
げ
な
、̂
ら
作
用
し
て
、
或
支

■

關
_

慶

通

連

藤

藤

碁

贏

現

：讓

、
；
_

1

_

_

_

_

_

爵

；
^

^

1

^

^

^

|

^

覺

备

れ
，ら
の
相
對
的
勢

fi:
均
衡
狀
態
に
影
響
を
與
へ
て
、
旣
存
，の
支
配
關
係
を

"

種
々
の
異
な
る
程
度
，に
於
て
內
容
の

：

變
化
を
生
ぜ
ビ
办
る
こ 

と
に
な
る
6'
こ
の
何
等
か
の
程
度
に
於
て
內
容
の
變
化
し
た̂
^
的
支
配
^
係
を
—

的
前
—

し

て

財

キ

政

策

の

^

展

ば

次

の

段

^

に 

前
趣
.す

_
る 

，

、
 

' 

,

こ
の
發
展
過
程
の
各
權
成
挪
分
の
前
者
は
か
づ
れ

 

>齋
蔣
の
持
っ
鸵
存
の
條
件
に
ょ
っ
て
制
約
又
は
反
作
用
を
受
け
る
。

.

，斯

じ

て

財

政

政

策

の

發

展

過

程

を

表

示

す

れ

'ば
^Q

如
く
な
る
。

•

，
，、

_'.
, 

' 

.

⑴
社
昏
的
d
配
關
係
ル
(2
}
政
治
形
態
と
共
具
濃
的
運
洲
八
八̂
§ »
,

^

2

^

^

>

(5
)
社
會
經
濟
糨
造
||
，

ノ

•

\
 :

動

的

畜

關

權

e

_

.

_具

-

的

蒙̂
_

^

^

^
藝

會

經

_
權

讓

泰

謂

' 
' 

.

,

.

.

.

.
 

e

(#
力

:̂
制

(

.

.

.

こ
c>-

i
過
程
の
い
づ
れ
‘か
の
權
成
部
分
に
得
殊
性
が
あ
れ
ば
、
そ
の
財
政
政
f
の
特
成
性
を
現
は
す
こ
と
に
な
り
•、’
ま
た
そ
の
い
づ 

れ
か
、

の
に

•っ
い
て
、
A
部
的
發
展.
の
，結
双
と
し
て
、
或
は
そ
の
外
部
か-
ら
カ
が
加
へ
ら
れ
た
結
風
と
し
て
、
變
化
を
坐
す
る
こ 

と
に
ょ
つ
て
脒
政
政
策
の
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狻
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。
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れ
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さ
れ
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濟
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な
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し
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璲
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塞
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；
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搭
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潘
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知
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价
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濟
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湾
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あ
る
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を
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す
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あ
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的
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條
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；
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ツ
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的
な
方
法
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は
そ
.0
合
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の
.歷
史
的
內 

容
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に
す
，る
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め
に
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經
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的
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る
方
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代
公
侦
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た
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條
件
に
關
す
る
解
釋
の
參
示
す
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ダ
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於
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は
、
近
代
翁
の
僅
か
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を

以

て

考
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。
或
國
民
に
つ
い
て
は
起
僮
の
屬
が
固
乾
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性
質
を
持
ち
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办
^
^
汝
る
史
明
の
败
治
的
及
び
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>

會
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係
，ょ
り
自
然
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じ
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の
如
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は
れ
る
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他
の
國
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あ
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。
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.
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激
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滿
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す
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す
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な
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於
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西
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あ
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れ
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題
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す
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極
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て
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居
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一
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す
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分
と
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迎
涉
レ
た
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業
發
展
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狀
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を
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味
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て
扱
り
、
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ら
ざ
る
場
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猫
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さ
れ
た
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用
の
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入
に
對
す
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資
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狀
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身
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す
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を
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に
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要
な
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と
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ゝ
く
金
融
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辦
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榮
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廣
く
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れ
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思
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あ
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す
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次
に
公
侦
制
度
の
確
九
が
成
功
す
る
だ
め
の
第
- ;
の
條
件
に
轉‘じ
て
、
.̂
故
に
資
金
の
所
有
考
が
公
偾
を
購
人
す
る
を
欲
す
る
か
を
檢
討
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や
ぅ
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彼
％
か
政
府
，に
與
へ?»
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認
の▲

礎
は
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で
あ
る
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題
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關
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し
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逢
形
態
の
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決
し
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く
行
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れ
て
辟.
な
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み
ふ
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り
ノ
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化
茁
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な
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あ
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^
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存
な 

る
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達
に
見
ら
れ
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思
ふ
ル
立
寒
随
自
‘由
の1

般
諭
と
し
て^ '
、
國
民
は
自
が
ら
，を
支
配
す
る̂
^
を
省
す
る
ど
一K
U .
に
あ
る
が
、!it
理
論
を
實
親 

¥

ぅ
と
し
な
”が
し
1

^

0

實
際
4
'

の
支_

は_
財
霞
所
布
者
の
馨
中
に
歸
む
-
て
居
る
と.
云
ふ
の
が
歷
史
的
辦
實
で
あ
る
。
彳
，
,

'

t
 

• 

\

 

~V;J

の

番

加

ら

、#

淹
所
符
^

が
敗
府
'に
资
金
を
歡
付
け
る
場
合
に'
^

己
'髮
配
す
る
圃
髅
に
货
し
セ
旭
る'と
呆
ふ
こ‘と
に
な
，る
。
此
財̂
i'i
r
f葙. 

着
が
政
府
に
與'
へ
ふ
信
故
は->
感
情
或
は
愛
國
心
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
以
前
に
比
し
で
現
在
に
於
て
國
民
と
し
て

I

層
大
な
る
誠
實
淡
示
し
て
居
る'
 

ふ

％

も
な
、い
。
そ
の
簡
堺
な
る
說
明
，と

.
し
て
は
、
所
布
渚
階
級
が
飞
そ§

利
及
び
自
曲
の
觀
念
を
近
代
の
贫
カ
な
る
滅
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に
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融
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融
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が
あ
る0
 

他
に
'

.曆
有
利
1-
し
_て
確
實
な
名
投
資
方
法
が
存
在
す
る
場
合
に
、t
れ
ら
の
資
金
を
八5
«從
資
に
萍
中
ず
る7:
め
の
叙
融
統
制
の
作
用 

と
結
八
U
し
な
け
れ
ば
、
公_侦
に
ょ
る
大
規
«
の
資
金
調
達
が
不
可
能
と
な
る
こ
と
比
戰
時
公
愤
政
策
に
於
，て
顯
荞
忆
現
は

^
る
。 

■公
侦
政
策
に
ょ
る
資
汆
調
瘡
仪
現
實
の
結
课
ば
、
.一
定
の
，發
展
段
階
に
あ
る
社#
經
濟
«
造
、
敗
^
は
そ
の
#
抓
機
®
を
通
じ
て
制
約

I

受
け
る
。
內
刷
依
に
於
て
は
國
R
1

融

市

場(

外
蝴
^

に
あ
つ
て
は
外
國
金
融
‘市
場)

の
現
實
の
狀
態
に̂
6
^
て
义
依
政
廣
の
作
ル
が 

。■̂
^ .

'̂
^ ，
、
レ̂

め
^

用
^

通
じ
^

現
實
の
結
果̂

.

;

^

費
' «
^

傷
廣
七
：: .̂...

行

し

て

靈

に

資

金̂

供
給
し
得
る
程
度
に
從
て
、
八
ム

S

發
1 T
の-
具
體
的
方
法
を
異
に
せ
れ
ば
な
ら
な

〜

な
り
"
そ
の
相
異
は
公
偾
發
行 

.條
件
現
は
れ
る

。

,

:
'
 

/
 

■ 

■ 

'
' 

.

I公
偾
發
行
に
ょ
つ.て
，吸
收
さ
れ.る
資
金
が
、
現
賢
1

体
狀
態
に
あ
S

金
I

佻
給
さ
れ
る
か
、
或
は-

M

內
の
他
の
產
業
資
金
，

(

叉 

:
.は
消
费
資
金)

'
.と
し
.て
使
..用
さ
'6
べ-
:き
.
^
.の.資
金
.ょ
り
飢
給
さ
^
.る
^
、.
.或
は
外
國
資
冰
ょ
り
供
給
さ.
.れ.
ヵ̂
'^
從
:̂
":
或
'^
公
れ
^
^~ 

に
ょ
る
疽
接
乂
は
間
接
の
通
貨
造
出
に
從
て、' 

,阈

民

經

濟

に

與

へ

る

作

州

を

異

、
に
、
し

、
そ
，
の

作

)1
3
を
通
じ
て
如
何
ル
る
丨
結
银
を
求
め
る
か
、 

公
：

S

政
策
に
窗
ら
れ
る
經
濟
的«
能
を
異
に
す
る
て’と
に
な
る
。
:

:

.

-

I 

?

公
愤
發
行.
，の
§

的
、
政
治•
的
結
果
と
い
て
、
公
敗
發
行
なvc
s<

:n
に
比
し
て
"

办

侦

所

宿

考

が

社,#
的

經

濟

勢

沩

と

し
*^
そ

の

利
 

害
が
次
笫
に
政
治
上
に
肅
要
な'る
カ
ど
な
り
、
そ
の
，結^ ,
の
®

横
は
^

g
.

所
^

'̂
の
利
錄
と
支
配
的
，政
治
勢
力
の
利
窖
と
が
不
可
分
と
な

養

、■

證

ゅ

刺
#

後
#

_
廳

麵

_
豪

兩

_

ー
蕭
_

纂

ぬ

馨
 

:
:
'
:
義

_
麗

酸

■

獲

■

■

■
?

1 ;
靈

1:
1

1

寒 Q

■

餘

.W
家
政
策
に
^ /
现
さ
れ
を
か-
に
從
て
、
次
の
段
階
に
农
け
る
公
儘
氣
に
ょ
る
資
金
調
達
の
，可
能
胜
，が

決

奢

れ

る

。
茗
し
公
侦
所
冇
者 

:」

,̂

利

録

が

，現

歡
^ .
«

重

さ'̂ -.

^

0-
去

す
^ -
^

、.
<'他
^ ..
亂

カ̂

5 .
I

M
制
务
驗
が
補
へ
へ
滕
ポ
、

へに

-̂
る

«

達
'の
^

An
'^
ガ
：

,
 

.
 

.
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-
:
•
-
•
•
-
<
* 

- 

• 

- 

• 

•

.
.

1

•
•
: 

r

.

へ.
，
.
：
. .
、
 

.

.
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.
1 

• 

• 

. 

. 
•
 

■ 

■
■ 

- 

. 

- 

,

,

失
ば
れ
る『

、

：

.，

' 

.

.

’

'

、
 

- 

, 

•

'

財
政
政
策
の
ー
部
と
し
，て*の
公
依
政
粢
は
、
斯
べ9
如
き
過
程
を
通
じ
て
次
の
、段
階
七
進
轉
ず
る
。
こ
の
#

M
過
,a
に
於
て
公
依
政
的 

'

に
求
、め
.ら
れ
る
經
濟
的
機
能̂

^
展
ず
る
ね
で
あ
る̂

近
代
社
會
に
於
け
シ
社
龠
的
支
配
關- ^
に
/於
け
が
资
本
主
義
的
經
濟
勢
カ
办
擴
大

へ

’

,
,

如
代
公
倩
政
策
の
蘇
展
過‘ 
.

'

 

-
、

;

V

>.
■ 
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一
.
五

I」

五n

パ
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'へ

\

現
代
公.
係
敗
傲
の-
發
捉
#
段
■ 
:
、
 

’

■ '

、

へ

•

, :
’ 

/ 

.. 

ニ

へ

0
5
5

と
、
'そ
,€
>
政

治

形

態

と

竹

て

爲

主

政

浒

の

發

展

と

は

近

代

_

^

公

液

此

策

の

前
1
で

ぁ

り"J
：

外
，金

融

市

場

の

免

展

は

■
、
公

靈

策
 

の
發
展
ど
可
能
仏
ち
し
め
且
っ
业
谷
ロ
的
性
を
制
約
し
ね
條
怦
で
ぁ 
'
 
之
'^
資
木
主
義
經
濟
の
發
展
段
階
に
つ
い
て
站
れ
ば
、
資
木
の 

蒂
輯
と
集
中
が
進
行
し
"
産
業
資
本
と
紙
行
資
本
と
が
融
合
し
、
そ
れ
を
取
；薇
と
す
る
金
融
資
本
が
支
配
的
« :.
會
时
勢
と
な
り
、
所
謂
金 

融
寒g

政
治.
水
成
立
す
る
こ
と
比
、
公
依
1
策

の

大

規

模

な

る

發

藤

を

可

能

な

ら

し

め

'
‘る

亂

提

と

な

り

く

ま

た

公

侦

政

觉

を

<
?
0
的
な
る 

手

段

た&

め

螽

皆

を

作
,̂

馨
_
_

^
寒

產

！

龜

:^
®
吹
段
階
に
進
む
に
つ
れ
て
公
te 

教
策
の
大
規
模
な
發
展
が
現
は
れ
た
こ
と
は
扣
の
V
實
を
證
明
&のでぁ

.5
。
资
木
主
義
、の ̂
I 
各
段
階
に
於
け
る
公«
政
策
の
11
.ハ
 

、體

的

形

態

と

そ

，の
發

14
逾
程
を
示
す
こ
と
が
次
の
課
題
で
ぁ
る
0/- 

'
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附B

现
代
公
倍
政
策
の
歴
史
的
發
展
を
康
業
資
本
土
義
の
段
險
以
後
の
過
程
に
於
て
示
す
こ
と
を
木
文
の
笫
ニ
ゆ

_

餌
2

し
た
が
、
叙
|-
'
焉

文
<»
:
'
ト
十 

,
 

つ
た

の

で

次

の

'
櫧

會

に

讅

る

。
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力

•
ル

：
■

空

國

'
着

：̂
^
^

.

.

卜

•、ぺ

な

霞

き

..
.
■
學
邊
身
親
硏
ヘ
義

.
け
I
ぶ
パ

y
'

孝

リ
叻
ル
ド
に
發
す
る
北
較
银
產
費
腐
理
一

共
他
發
點
：に

於

汰

棄
却
せ
命
也
杧
勞«
備
_

に

立

脚

す

：る
點̂
;>,
^
^
:1
/
1難
い
幾
多
の 

闽
難
を
有
す
る
も
の
と
自
麂
さ

れ
乍
|

パ
；此.g

^
i

的
^
^
へ.
の

固

輕

は

依

然

&

^

で

國

際

實

渴

馨

史

の

骨

子

暮

成

レ

て

菡

り

へ

就
 

冲
阈
際
分
業
論
爭
に
於
で
は
褒
灰

:f
f
i
.

^
A
0

M
:̂
役_

兮

へ

，
か

演

及

で

力

^ ：
等
、
：：̂
上.
：

へ：/

モ

成
が
舊
观
論
の
直
系
孫
規」

た
名
も
の
*と
稱

せ

ら

れ

，る

と

し

で

も

、
確
に

^
興
と
す
る
に
た
る
も
の
で
為
/̂
プ
夂
^-
論

が十：：

典

學

派

贸

易
1 

现

論

の

一

洳

と

し

；
て

•特
に
リ
ヵ
，
ル
民
の.
理
論
檄
起
が
k
ff
l
资
し
其
理
m ;
權
成
め
杯
に
■比
⑩
必
產
贤
原
■
と

が

膨

價

値

_

が
如
:̂

に
結
合. 

し
て
ゐ
'る
か
を
檢
討
't
名
め
も
亦
こ
れ
が
故
で
あ
る
。(

唯
、f

の
利
益
に
つ
い
て
の
詳
述
は
別
稿
に
讓
る
o)  

\ 

,

,

“
リ
ネ
ル
ド
の
國&

贸
漏
迪
論
に&

し
;1
{:
ハ
观
論
的
提
起
を
考
ふ
、

.
る
な
ら
ぼ
、..
こ
れ
を
'.
ニ
つ
に
求.
め
得
ら
れ
る.
で
あ
ら
ぅ-:°(

一)

彼
に
あ
つ 

て
は
經
濟
擧
に
於
け
か®

本

問

題

は

ま

づ「

地
代
、
利%

並
、に
®

銀
と
袞
ふ
名
の
：ト
に

H

地
の
全
生
鹿
物
が
制
り
當
て
ら
れ
る
比
例
を
決 

定
す
る
亦」

.

で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
た
。
然

しX

モ‘
ン
も
^

1
様

に「

こ
の
比
例
を
現
す
に
，は
共
各
々
が
持
つ
®
値
を
以
て
す
る
外
に
こ
れ 

ッ
5?
;

ル
、ド
の
捌
際I

只
易
项
論
ノ 

-  

• 

-
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